
 

 

 

 

 

 

 

 

何かのプロになる 

                 校長 吉田 由紀恵   

 

９月から３年生１人１人と個人面接をしています。緊張の面持ちで校長室に入って、現在の志望校や自己 PR、中学校の 

思い出などを話します。志望校の志願理由を尋ねると、職業や夢の実現のために、こんな進路を考えているので、高校で

はこんなことをしたいから〇〇高校が良いと思ったというキャリア意識の高い生徒もいる一方、「雰囲気が良かったから〇〇

高校を選びました。」や「自分の偏差値で入れるところで、近いところで・・・」という生徒もいます。 

中学校の進路指導というと、進学指導や高校選びを考えてしまいがちですが、今、中学校では「進路指導・キャリア教育」

と呼ばれる「一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア発達を

促す」教育が必要だとされています。 

ここで言う「キャリア発達」とは、「社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現していく過程」で、単

に仕事や働くことについて勉強する、というだけではなく、子供たちが自分らしい生き方を実現するために必要な能力・態

度を育むことだと思っています。 

１１月１日（水）に行ったふれあい講演会も、このキャリア発達の一助になればと毎年行っています。今年は学校運営委

員会でご推薦いただきました永澤康太様にご講演いただきました。永澤様は広田小学校・川里中学校卒業の先輩川っ子

です。現在はヤマト運輸株式会社東松山主管支店鴻巣営業所のセールスドライバーのグループ長です。２０１８年１月の全

国接客応対コンテストで３位に入賞された実績もあり、その仕事への向き合い方が NHK「プロフェッショナルー仕事の流

儀―」で紹介されました。 

中学時代の文集に書いた「何かのプロになる！ 今まで中途半端だった自分を変える」という言葉のとおり、紆余曲折あ

ってたどり着いた職業で、プロとして日々、荷物と笑顔と真心を届け、お客様だけでなく職場も含めて社会に仕事で貢献す

ることができるようになった今日までのお話をされました。自分なんか役に立たないと自暴自棄になった時期もあったけれ

ど、先輩や仲間がいて、待っていてくれるお客様がいる、１人じゃないと気づき、この道のプロになろうと決心したそうです。

常に考えることを止めず、興味を持って成長し続けること。悪いことが起きたり間

違えたりしたときに人のせいにせず、自分の行動を省みて、次の失敗をしない方

法を考えて、成功の糧にすること。仕事が大変なときに、この苦労は誰かのため

になっていると考えること。ありがとう、ご苦労様といってくれるお客様の笑顔や家

族・仲間の支えが力になること… などの貴重なお話をいただきました。 

生徒の感想から・・・ 

〇一番大切にしたいのは「人への感謝」という言葉が心に残りました。仕事に限 

らず、今、生きていること、生活できることにも誰かの苦労があってのことだなと感じました。 

〇自分たちがネットで頼んで受け取っている荷物と一緒に、永澤さんのような人のために一生懸命考えて運んでくれる人

の気持ちも受け取らなければいけないなと感じた。 

〇永澤さんと一緒に働きたいです。どうすれば良いですか。 

〇自分に合っているプロになれる道を見つけることからちゃんと始めようと思います。  

と、たくさんの子供達にキャリア意識の種がまかれたように感じる時間でした。ありがとうございました。 

お話を聞きながら、別の講演会で聞いた「クランボルツの偶然性の理論」を思い出しました。 

「個人のキャリアは想像以上に偶然の出来事によって左右され、そしてより望ましい方向に影響を及ぼすことが多い。その

偶然の出来事を捉えるには5つのスキルが必要だ。 ①好奇心 ②失敗しても努力し続ける継続性 ③状況を変えることを

取り入れられる柔軟性 ④やればできるという自己効力感 ⑤行動することを恐れない冒険心」 

子供達が、みんな何かでプロになれますように・・・ 
 

令和５年１1 月２日 
第 7 号  川里中だより 

自ら学ぶ力と人間性を高める生徒を育成する川里中 
ホームページ: https://kawasato-j-konosu.edumap.jp/ 
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＜１１月の教育活動予定＞ 

 
 
 
 
 
 

《 １０月１６日(月) なかよし交流会 》 
 ここ数年実施できなかったなかよし交流会が本校体育
館で開かれました。今回は屈巣小と広田小と３校合同で
の開催となりました。ゆりのき学級の生徒たちは、小学
生をフォローしながら仲良くできるようにサポートして
いました。さすが中学生ですね。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《 １０月３１(火) 校内合唱コンクール 》 
クレアこうのすにて校内合唱コンクールを開催しまし

た。生徒たちの合唱にかける意欲は例年以上に高く、ど
のクラスも心に響く合唱を披露してくれました。また、
今年度から課題曲は学年合唱として披露しました。更に
午後の芸術鑑賞会では、大阪音楽大学講師でサクソフォ
ン奏者の井澤裕介様とピアニストの大嶋千暁様によるコ
ンサートを鑑賞しました。まさに音を楽しむ一日となり
ました。 
 
 
 
 
 
 
１年学年合唱「COSMOS」      優秀賞１－２ 

 
 
 
 
 
 
 ２年学年合唱「空色」       優秀賞２－１ 
 
 
 
 
 
 
 
３年学年合唱「あなたへ」      最優秀賞３－２ 

３年２組は１１月８日(水)の市内音楽会に川中代表で出場します！ 

 
《 １０月１７日(火) 生徒会引継式 》 

9 月 22 日の立会演説会、生徒会役員選挙の結果、第
6４期生徒会執行部のメンバーが決定しました。そして
10 月 17 日に引継式が行われました。町田会長を始め
とした 6３期のみなさん、ご苦労様でした。さあ、松本
会長率いる６４期、いよいよ始動です。 

< 第６４期 生徒会本部役員紹介 > 
会 長 松本 峻治(２年) 
副会長 町田 結愛(２年) 

 村川亮太朗(１年) 
書 記 関口 芽依(２年) 

寺山 夢歩(２年) 
 天沼 友央(１年) 

会 計 新井 颯太(２年) 
 岡﨑  健(１年) 

先輩たちから襷が繋がれました。新しい川中のリーダーたちです。 

日 曜 行  事  等 部 

１ 水 特別日課 ふれあい講演会 ○ 

２ 木 
全校三者面談(木 1,2,4,6、給食あり)  

第２回資源回収(～13日)                                                                          
○ 

３ 金 文化の日                                                                    

４ 土   

５ 日 英語検定二次  

６ 月 全校三者面談(月 2,3,4,5、給食あり)  ○ 

７ 火 全校三者面談(火 1,4,5,6、給食あり) ○ 

８ 水 特別日課 市内音楽会 専門委員会  × 

９ 木 
市内授業研究会(3時間木 1,3,5,給食) 

安全点検日 
× 

10 金 

全校三者面談(金 1,2,3,4、給食あり)

口座振替日 

中学生ﾛﾎﾞｯﾄﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｼｯﾌﾟ(科技部参加) 

○ 

11 土   

12 日 かわさとフェスティバル(部活なし) × 

13 月 全校三者面談(月 1,2,3,4、給食あり) ○ 

14 火 県民の日、学校閉庁日  

15 水  × 

16 木 ３年期末テスト ○ 

17 金 ３年期末テスト ○ 

18 土   

19 日 花久の里庭園まつり(吹部参加)  

20 月  × 

21 火 生徒朝会 ○ 

22 水 
地区音楽会(上尾：2-1参加) 

期末テスト前部休(～29日)  
× 

23 木 勤労感謝の日  

24 金 第 2回学校運営協議会 10:00 × 

25 土   

26 日   

27 月 後期川里中人権期間(～12/9) × 

28 火 全校朝会 × 

29 水 1・2年期末テスト × 

30 木 1・2年期末テスト 1年いのちの授業 ○ 

＜12月の主な教育活動予定＞ 
2・3日(土・日)鴻巣市美術展 

４日(月)1年スキー教室保護者会 

６日(水)生徒会専門委員会 

７日(木)2年期末保護者会 

11日(月)口座振替日 

11～15日３年三者面談期間 

12日(火)学年朝会 

19日(火)生徒朝会 給食最終日 

薬物乱用防止教室 

20・21日(水・木) 

期末短縮３時間、弁当持参 

22日(金)第２学期終業式 

3年通知書配布 

12/23～1/8冬季休業日 

25日(月)3年受領書提出日 

12/28～1/4学校閉庁日 

≪ 新人兼県民総合スポーツ大会 県大会結果 ≫ 
＜卓球男子団体＞ １回戦 １－③久喜・久喜中 
＜卓球男子シングルス：藤村 翔太＞ 

１回戦 １－③蓮田・白岡中 
 

≪  埼玉駅伝北足立北部班大会結果  ≫ 
◇男子チーム第１２位◇女子チーム第１４位◇ 

１１月は「いじめ撲滅強調月間」です！ 


